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平成 7年 7月25日(1) 

数
年
前
か
ら
北
条
市
の
か
あ
い
幼
稚

園
。
が
ふ
る
さ
と
の
宿
を
利
用
し
、
体
験

学
習
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
、
こ

れ
に
加
え
て
長
浜
町
の
か
学
校
法
人
長
浜

幼
稚
園
。
が

汐
お
泊
り
保
育
。
と
銘
打
つ

て
、
体
験
学
習
を
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ね
ら
い
は
、
園
児
達
を
自
然
に
触

れ
さ
せ
て
、
自
立
心
と
協
調
性
の
養
成
に

あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

下
の
写
真
は
汐
川
遊
び
。
を
し
て
い
る

様
子
を
撮
影
し
た
も
の
で
す
。
園
児
達
を

見
て
い
る
と
、

お
と
な
し
く
浮
輪
で
泳
い

で
い
る
者
、
水
鉄
砲
で
は
し
ゃ
い
で
い
る

者
、
保
母
さ
ん
に
、

い
た
ず
ら
を
し
て
き

つ
く
お
こ
ら
れ
る
者
と
個
性
豊
か
な
子
供

が
多
い
よ
う
で
し
た
。

大
人
に
と
っ
て
、
何
で
も
な
い
こ
と
で

も
、
子
供
達
に
と
っ
て
は
、

ど
ん
な
些
細

な
こ
と
で
も
新
鮮
に
写
る
ん
だ
な
あ
と
思

い
ま
し
た
。

EE彊E藍圃

H6.7.1現 1，531(ム 31)

H5.7.1現 1，574(ム 74)

H4.7.1現 1，639(ム139)

H3.7.1現 1，700(ム200)

H2.7.1現 1，750(6250) 

人のうごき
(平成7年7月1日現在)

世帯数 552戸

男 子 747人

女 子 753人

計 1，500人
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昭
和
二
十
年
(
千

九
百
四
十
五
)
八
月

十
五
日
、
太
平
洋
戦

争
は
日
本
の
無
条
件

降
伏
に
よ
っ
て
そ
の

幕
を
閉
じ
た
。
思
え

ば
昭
和
十
二
年
(
千

九
百
三
十
七
)
の
日
中
戦
争
の
勃

発
か
ら
数
え
て
、
九
年
に
わ
た
る

長
い
戦
争
で
あ
っ
た
。
(
太
平
洋

戦
争
は
三
年
九
ヶ
月
)

後
年
、
戦
史
研
究
家
の
発
表
に

よ
る
と
、
こ
の
間
の
人
的
損
害

は
、
軍
人
・
軍
属
の
戦
死
者
は
陸

軍
百
八
十
三
万
人
、
海
軍
五
十
七

万
人
、
計
二
百
四
十
万
人
、
空
襲

等
に
よ
る
一
般
市
民
の
死
者
七
十

万
人
(
原
爆
死
者
三
十
二
万
人
を

含
む
)
従
っ
て
、
国
民
の
全
戦
死

没
者
は
三
百
十
万
人
以
上
に
の
ぼ

る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
物
的
損
害

そ
の
他
は
推
し
量
り
ょ
う
も
な

今
年
は
戦
後
五
十
年
、
郷
友
会

の
画
期
的
な
ご
努
力
に
よ
っ
て
、

戦
没
者
霊
記
磐
が
建
立
さ
れ
、
一

人
一
人
の
英
霊
に
親
し
く
礼
拝
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
戦
争
は
二

度
と
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
。

長
い
歳
月
に
も
、
平
和
と
賛
沢
に

も
、
戦
争
を
風
化
さ
せ
て
は
な
ら

な
し

やねばし

(
戸
田
)
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六
月
定
例
娼
調
会
招
集
さ
れ
る

(2) 

ま
す
。

平 成 7年 7月25日

六
月
二
十
三
日
、
平
成
七
年
河

辺
村
議
会
定
例
会
が
招
集
さ
れ
、

一
般
会
計
補
正
予
算
、
特
別
会
計

補
正
予
算
等
い
ず
れ
も
全
会
一
致

を
も
っ
て
、
原
案
承
認
可
決
さ
れ

宇
品

lν
れ
ん
。

六
月
補
正
予
算
で
取
り
組
み
ま

し
た
主
な
も
の
は
、
福
祉
対
策
と

し
て
、
在
宅
寝
た
き
り
老
人
介
護

手
当
、
補
聴
器
購
入
補
助
金
を
予

算
化
し
ま
し
た
。

生
活
環
境
整
備
と
し
て
、
斎
場

の
建
設
に
伴
い
、
測
量
委
託
料
と

用
地
購
入
費
。
ま
た
、
水
道
施
設

と
し
て
橡
谷
簡
易
給
水
施
設
整
備

工
事
を
予
算
化
し
ま
し
た
。

ま
た
、
農
業
で
働
く
女
性
の
意

識
向
上
を
図
る
た
め
の
女
性
農
業

大
学
の
開
設
、
行
政
懇
談
会
要
望

事
業
等
、
全
般
的
に
社
会
福
祉
の

充
実
と
生
活
環
境
の
整
備
に
重
点

第 108号

を
置
い
た
予
算
編
成
と
な
っ
て
い

6月特別会計補正予算
(単位:千円)

6月一般会計補正予算

区 分
補正前

補正額 計
の額

国民健康
147，601 24，931 172，532 

保険事業会計

国民健康
119，100 119，100 

保険施設会計

老人保健会計 227，724 5，474 233，198 

簡易水道会計 16，913 23，331 40，244 

l口』 計 511，338 53，736 565，074 

(単位:%) 

総務費

12.8 

その他 6.0 

農林業費

21. 9 

土木費

23.9 

本
年
十
月
一
日
現
在

で
、
全
国
二
斉
に
国
勢

調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

国
勢
調
査
は
、
大
正

九
年
(
千
九
百
二
十

年
)
か
ら
五
年
ご
と
に

行
わ
れ
て
お
り
、
平
成

七
年
の
調
査
は
そ
の
十

六
回
目
に
当
た
り
ま

す。
こ

の

調

査

は

、

赤

ち
ゃ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、

日
本
に
住
ん
で
い
る
す

べ
て
の
方
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

調
査
の
結
果
、
統
計

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、

二
十
一
世
紀
に
向
け
た
各
種
の
計

画
や
福
祉
対
策
、
雇
用
対
策
、
住

宅
対
策
、
防
災
対
策
な
ど
、
国
や

都
道
府
県
・
市
区
町
村
の
行
政
に

利
用
さ
れ
る
ほ
か
、
将
来
人
口
の

推
計
な
ど
の
学
術
研
究
や
会
社
で

の
利
用
な
ど
広
く
活
用
さ
れ
ま

す。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す。
く10月1日は国勢調査〉ー

総

務

庁

統

計

局

|

愛
媛
県
・
河
辺
村

圃
盟
国
基

同
朝
一

~勢岬
)目的@… 

戦
没
者
等
の

遺
族
の
皆
様
へ

特
別

烹弔
指干原f

さ茎
2が

す

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特

別
弔
慰
金
支
給
法
が
改
正
さ
れ
、

戦
没
者
等
の
遺
族
の
う
ち
、
平
成

七
年
四
月
一
日
に
お
い
て
公
務
扶

助
料
、
遺
族
年
金
等
の
受
給
権
を

有
す
る
遺
族
が
い
な
い
方
に
特
別

弔
愚
金
と
し
て
額
面
四
十
万
円
、

十
年
償
還
の
国
債
が
支
給
さ
れ
ま

す。
例
え
ば
、
次
の
方
な
ど
が
支
給

対
象
と
な
り
ま
す
。

①
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た

方
②
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た

方
が
平
成
七
年
四
月
一
日
に
い

な
い
と
き
は
、
そ
の
他
の
先
順

位
の
遺
族
の
方

※
尚
、
請
求
手
続
及
び
内
容
の
詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
町
村
の
援
護
事
務
担
当
課
愛

媛
県
県
民
福
祉
部
高
齢
者
福
祉

課
援
護
思
給
係

(
O八
九
九
|
四
一
一
一
一
一

一

)ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。



第 108号

村
造
り
に
役
立
て
て
と

建
設
三
社
四
百
五
十
万
円
寄
附

J、え

全
国
津
々
浦
々
の
自
治
体
で
積

極
的
な
村
造
り
が
展
開
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
各
自
治
体
と
も
限
ら

れ
た
予
算
で
の
対
応
で
大
変
苦
労

し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
固
に

お
い
て
も
地
方
税
法
を
改
正
し
て

「
都
道
府
県
、
市
町
村
又
は
特
別

区
に
対
す
る
寄
附
金
は
」
所
得
税

控
除
対
象
に
す
る
等
、
企
業
の
寄

附
金
を
積
極
的
に
奨
励
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
全
国

数
あ
る
企
業
に
な
か
な
か
理
解
が

得
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
村
内
の
建
設

三
社
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
い
ち

わカ込平成 7年 7月25日

婦人会施設清掃

七

月

九

日

(
日
)
、
婦
人
会

の
呼
び
か
け
で
、

中
学
校
生
徒
・
教

員
・
分
館
の
協
力

を
得
て
、
地
区
別

公
共
施
設
清
掃
を

行
い
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
毎
年
恒
例

と
な
っ
て
お
り
ま

し
た
、
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
清
掃
を
諸
々
の

事
情
に
よ
り
形
を

変
え
て
実
施
し
た

(3) 

早
く
趣
冒
を
理
解
さ
れ
、
こ
の

度
、
三
社
で
四
百
五
十
万
円
の
寄

付
を
し
て
頂
く
な
ど
、
地
域
と
と

も
に
発
展
す
る
企
業
を
目
指
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

ご
厚
志
に
厚
く
御
礼
と
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

寄
附
金
内
訳

河
辺
建
設
株
式
会
社

二
百
万
円

富
永
建
設
株
式
会
社

二
百
万
円

三
嶋
建
設
有
限
会
社

五
十
万
円

も
の
で
す
。

植
松
地
区
は
植
松
公
民
館
、
大

成
地
区
は
上
・
中
・
下
各
集
会

所
、
坂
本
地
区
は
農
業
構
造
改
善

セ
ン
タ
ー
、
大
伍
地
区
は
ふ
る
さ

と
生
活
館
、
北
平
地
区
は
地
域
活

性
化
セ
ン
タ
ー
の
各
公
共
施
設
に

分
か
れ
て
、
日
頃
手
の
行
き
届
か

な
い
、
ガ
ラ
ス
磨
き
、
周
辺
の
草

引
き
、
草
刈
り
、
調
理
室
の
細
部

に
至
ま
で
磨
き
あ
げ
ま
し
た
。

当
日
は
、
立
っ
て
い
る
だ
村
で

も
汗
の
流
れ
る
猛
暑
と
な
り
ま
し

た
が
、
施
設
利
用
者
に
気
持
ち
よ

く
使
っ
て
頂
と
う
と
参
加
者
の
皆

さ
ん
は
、
て
き
ぱ
き
と
作
業
を
進

め
て
い
き
ま
し
た
。

今
年
初
め
て
の
試
み
と
あ
っ

て
、
実
施
し
て
み
な
け
れ
ば
結
果

は
わ
か
ら
な
い
状
態
で
あ
り
ま
し

た
が
、
多
勢
の
方
に
参
加
し
て
頂

き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
暑
い
な
か
、

本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

一
駿
一

一体一
一然一

一自一
一く一

一
わ
一

一く一
一
わ
一
さ
て
、
一
日
目
は
ま

「
|
|
一
ず
、
漁
船
に
乗
せ
て
も

ら
い
、
は
る
か
沖
ま
で
の
船
旅

(
?
)
を
楽
し
み
ま
し
た
。
船
か

ら
お
り
る
と
、
港
で
魚
つ
り
(
夕

食
の
お
か
ず
に
す
る
。
)
を
し
ま

し
た
。
は
じ
め
は
、
ふ
ぐ
ば
か
り

つ
れ
る
の
で
不
安
な
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
が
、
終
わ
っ
て
み
る
と

あ
じ
や
め
ば
る
な
ど
二
十
数
匹
の

大
漁
、
よ
か
っ
た
、
よ
か
っ
た
。

夜
は
、
出
梅
小
の
五
年
生
と

い
っ
し
ょ
に
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ャ
ー
を
し
ま
し
た
。
浜
辺
で
火
を

囲
み
、
打
ち
寄
せ
る
波
の
音
を
聞

き
な
が
ら
好
き
な
歌
を
歌
い
あ
っ

た
こ
と
は
、
き
っ
と
い
い
思
い
出

に
な
っ
た
で
し
ょ
う
。

そ
う
そ
う
、
一
日
目
の
夜
は
気

持
ち
が
高
ぶ
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う

か
?
な
か
な
か
寝
つ
げ
ま
せ
ん
で
し

た
。
み
ん
な
で
浜
辺
に
寝
こ
ろ
が
っ

て
「
朝
ま
で
起
き
て
い
ょ
う
か
。
」
な

五
年
生
は
、
七
月
六

日
か
ら
八
日
ま
で
、
長

浜
町
出
海
の
金
山
海
岸

に
キ
ャ
ン
プ
に
行
き
ま

し
た
。出

発
日
の
朝
は
雨
で

し
た
が
、
出
海
に
着
く

頃
に
は
天
候
も
回
復

し
、
お
だ
や
か
な
海
が

私
達
を
迎
え
て
く
れ
ま

し
た
。

もうできたかな!

ど
と
話
し
た
り
し
た
っ
け
。
波
の
音

が
う
る
さ
か
っ
た
な
あ
。

一
一
日
目
の
朝
は
、
海
岸
の
生
物

観
察
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ

の
後
は
自
由
行
動
。
班
で
話
し
合

い
、
泳
い
だ
り
、
つ
り
を
し
た
り
、

貝
集
め
を
し
た
り
し
て
、
ゆ
っ
た

り
と
過
ご
し
ま
し
た
。

大
変
だ
っ
た
の
は
、
食
事
で

す
。
買
い
出
し
か
ら
後
片
付
け
ま

で
、
全
部
自
分
達
で
す
る
の
で
す

か
ら
・
:
。
汗
び
っ
し
ょ
り
に
な
り

な
が
ら
、
な
ん
と
か
で
き
た
よ
う

で
し
た
。

一
一
日
目
の
夜
は
、
強
い
風
が
吹

き
、
テ
ン
ト
が
倒
さ
れ
ま
し
た

が
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て

し
っ
か
り
立
て
直
し
ま
し
た
。

三
日
目
の
朝
、
さ
す
が
に
疲
れ

の
色
は
隠
せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

み
ん
な
大
満
足
で
帰
路
に
着
き
ま

し
た
。
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組織一覧表

課

長

河

本

治

I I I I I I 
水治土公
山地共

道林万改か土
道良木

係 係 係係

係主主係主係
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富
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寿
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由
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長
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長
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河
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長
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〔平成 7年 6月 1日現在〕

所

長

岡

課

長

課
長
補
佐

住
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課
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長
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長

課
長
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総
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政
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係

庶

務

係

係

長
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新
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係

長
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本
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本
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木
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カ

主
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制

井
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々

木

美

香

江

技

手

富
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忠

寿

技

手

角

藤

喜

久

雄

技

手

久

保

龍

哉

長

岡

盛

光

酒加

井 茂

勇司

国 衛年民

保万生金生

係 係係係

主

任
係

長

岡

加

茂

一

司

係

長

福

見

都

志

子

係

長

岡

酒

井

勇

主

事

五

頭

祥

介

係

長

富

永

重

則
名

本

升

子

戸 税

籍万務

係係

係

長

主

事
係

長

智

葉

雅

敬

石

浦

陽

土

居

美

栄

子
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河辺村行政

教育委員会

委員長大森高知

議

会

議

長

農

委

会

長

選

管

委

員

長

代
表
監
査
委
員

田

中

請

田

増

本

大
久
保

五喜
久
男

末

三ι
ロフ'

療

事

務

給

食
セ

ン

タ

ー

公

民

河
辺
幼
稚
圏

月奨広

所局館

所

長
事

務

長

出
納
室
長

学
校
教
育

課

長
社
会
教
育

課

長

所

長
岡

館

長
岡

事

務

局

長

事
務
局
長
岡

書

記

長

岡

補
助
職
員
欄

長松玉上本上本松河梅松

岡本井野竜野
二主乙

屯本野木本

盛真官
同拙富山

山
ふ
ル
ー英良

光紀

「十1

縁

村

万直刀

営

係

JJ 

看

JJ護

婦

JJ 

出

納

員

-
l
学
校
教
育
係

「
|
|
社
会
教
育
主
事

雄
2= 
刀ミ:

仕
比

4
M
M妙

ー
山
川

仁三7

刀て

「十1

明
日
Eヨ照明

調

万理

員

公
民
館
主
事

JJ 

教教

ラムラ4
日即 日日目

書

記

主

事国間

書

記
同

書

記
岡

技技技主主技技係技主主 主 主

手手手事事長子手
同

手任事査査

藤植和柴有冨和福北渡長大船和大井寺菊小大西梅 新大

岡木気回

唯貴

友永気

佐
由
美

栄

子
一

恵

宮

ひ
か
る

地部岡

美
枝
子

磯

若
富
美
雄

富

賢

田気

豊亀

野脇富

裕敏賢

地

幸

重

久
美
子

フに
本木

春

君く

千
恵
子

木田

義

和
キ
ヨ
カ

フk
本木

春

浩繁勝学香公明恵二美美
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六
月
二
十
五

日
、
河
辺
中
学

校
体
育
館
に
お

い
て
、
分
館
対

抗
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、

開
会
式
が
あ

り
、
来
賓
と
し

て
来
ら
れ
た
梅

木
教
育
長
よ
り

各
分
館
の
選
手

全
員
に
暖
か
い

励
ま
し
の
言
葉

が
あ
り
ま
し

た
。
開
会
式
終

了
後
、
直
ち
に
約
百
名
が
参
加
し

て
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

男
女
の
部
と
も
、
一
ニ
セ
ッ
ト
へ

も
つ
れ
込
む
試
合
が
い
く
つ
か

あ
っ
た
。
女
子
の
部
で
、
植
松
・

坂
本
・
北
平
の
三
分
館
が
、
同
じ

勝
率
で
並
び
、
得
失
点
差
に
よ
り

北
平
分
館
が
初
優
勝
し
た
。

試
合
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で

す。

ル大会

平成 7年 7月25日

ボー園田園田

"..，ミわヌ?::".第 108号

〈
男
子
の
部
〉

一

位

植

松

分

館

二

位

坂

本

分

館

三

位

北

平

分

館

四

位

大

伍

分

館

〈
女
子
の
部
〉

一

位

北

平

分

館

二

位

植

松

分

館

三
一
位
坂
本
分
館

四

位

大

伍

分

館

交
通
事
故
の
形
態
も
複
雑
化

し
、
そ
の
解
決
に
お
困
り
の
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
損
害
保
険
協
会
で
は
、
専

門
の
相
談
員
が
親
身
に
な
っ
て
、

相
談
に
応
じ
ま
す
。

。
相
談
日
毎
週
月

i
金
曜
日

九
時
三
十
分

1
十
六
時
四
十
分

。
弁
護
士
相
談
日

時
(
)
十
六
時

木
曜
日
十
三

。
電
話
相
談

(
O八
九
九
)

四
五
上
三
三
五

。
相
談
場
所

松
山
市
花
園
町
一
三
日
本
生

命
松
山
市
駅
前
ピ
ル
六
階

制
日
本
損
害
保
険
協
会
松
山
自
動

車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ーま

で

出な 険 らたにい た認湖日す 場平年らに で認たくて国
をる将者れ方二第今。めつ以れの成金れつ今す届め年、民サ
必こ来期た、年三ま らて降ば国九改ないま。をに金保年ラ
ず と、聞方ご以号で れ第、、民年正かてで 提、を険金リ
しが年をは主上被に る三該昭 年三につ加は 出種受料第 1
てあ金確、人湖保届 ヲ号当和 金月よた入、 す別けを三マ
下りが認ーがつ険出 E被さ六窓末りも期二 る変ら納号ン
さま受し度勤 て 者 を ヲ保 十口ま四の間年 手更れ付被の
いす給て第務届期さ L 険れーでで月がとを 続届ます保奥
。ので下三先出問れ な者た年手の一、し超 き、する険さ
できさ号をを や て りと時四続問日今てえ が種。こ者ん
、ない被変さ過い まし期月きにか回認た 必別そととは

届く。保われ去な してにーを役らのめ分 要確のなし

iのは付む反跨おしをとり病パも時 と養しを り化方にべしと人法れ高方ゴない i 
iあおしミ対致世たしずまを!なに申 を た し 病 ま が に 対 ル て 比 ホ 人 ま 齢 白 lい三長 i
sる金てカのし話のてっし自キいはし作夫て院すお大すでえ較 lをし者治ル日百寿 i
i方を く / 中 ま まておとた'づンで、まり ーおで。ききる台市致ム設宍保体トは葉社 i

E 

i下脈方 寄 望 皆罵の| 騒欝轡靖欝|前老祉らに地新しと;
|静岡県 翠霊童 φ兵 輔 |
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イ
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こ
れ
か
ら
の
夏
は
、
日
ざ
し
が

強
く
な
り
ま
す
。
日
光
を
浴
び
る

こ
と
は
、
体
内
で
ビ
タ
ミ
ン

D
を

つ
く
る
な
ど
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
が
、
日
光
を
浴
び
過
ぎ

て
い
る
と
、
紫
外
線
に
は
皮
膚
の

老
化
ゃ
が
ん
化
を
促
す
作
用
が
あ

る
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

""ミ

大
グ
が
ん
。
早
期
発
見
法

診
療
技
術
の
進
歩
に
よ
り
が
ん

を
早
期
発
見
、
早
期
治
療
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
中
高
年
に

な
っ
た
ら
、
が
ん
検
診
を
受
け
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
何
ら

か
の
自
覚
症
状
が
あ
る
人
は
、
医

療
機
関
で
診
断
を
受
け
ま
し
ょ

〉フ。〔
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
〕

肺
が
ん
検
査
に
用
い
る
。

〔
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

l
〕

乳
が
ん
検
査
に
用
い
る
。

〔
消
化
管
造
影
検
査
〕

食
道
・
胃
・
大
腸
が
ん
の
検
査

に
用
い
る
。

〔C
T
検
査
〕

脳
腫
蕩
・
肺
・
肝
臓
・
醇
臓
・

腎
臓
・
卵
巣
が
ん
な
ど
の
検
査

に
用
い
る
。

〔

M
R
I〕
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C
T
同
様
い
ろ
い
ろ
な
が
ん
の

検
査
に
用
い
る
。

〔
超
音
波
(
エ
コ

l
)
検
査
〕

醇
臓
・
胆
の
う
・
肝
臓
・
腎

臓
・
子
宮
・
卵
巣
・
乳
が
ん
な

ど
の
検
査
に
用
い
る
。

〔
内
視
鏡
検
査
〕

内
視
鏡
で
体
内
を
直
接
観
察

し
、
食
道
・
胃
・
大
腸
・
気
管

支
・
勝
脱
な
ど
を
検
査
し
ま

す。
〔
血
液
検
査
〕

血
液
中
の
腫
虜
マ
ー
カ
1
を
調

べ
る
検
査
で
す
。

〔
細
胞
診
検
査
)

病
変
部
の
細
胞
を
取
り
、
顕
微

鏡
で
が
ん
細
胞
の
有
無
を
調
べ

ま
す
。
疾
や
尿
な
ど
を
使
い
ま

す。
〔
組
織
検
査
〕

病
変
部
の
一
部
を
内
視
鏡
な
ど

を
使
い
摘
出
し
、
(
生
検
)
顕

微
鏡
で
調
べ
ま
す
。

女
子
ど
も
の
寝
冷
え

夏
は
子
ど
も
が
寝
冷
え
を
し
や

す
い
季
節
で
す
。
寝
冷
え
を
す
る

と
咳
ゃ
く
し
ゃ
み
、
下
痢
な
ど
の

症
状
が
で
て
、
元
気
も
な
く
な

り
、
夏
休
み
が
台
無
し
で
す
。
寝

冷
え
を
し
た
体
に
は
ウ
イ
ル
ス
が

感
染
し
や
す
い
た
め
、
夏
か
ぜ
を

ひ
き
、
熱
が
出
た
り
し
ま
す
。
熱

が
出
た
り
、
し
つ
こ
い
咳
、
下
痢

が
ひ
ど
い
、
食
欲
が
な
い
、
不
機

嫌
な
ど
の
症
状
が
出
た
ら
医
療
機

関
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
去
疾
剤

や
咳
止
め
、
下
痢
止
め
、
消
化
剤

な
ど
の
薬
で
対
症
療
法
を
行
っ
た

り
、
感
染
症
の
予
防
と
し
て
抗
生

物
質
を
投
与
す
る
な
ど
の
治
療
を

行
い
ま
す
。
寝
冷
え
予
防
の
ポ
イ

ン
ト
は
、
体
を
冷
や
し
過
ぎ
な

い
、
飲
み
過
ぎ
、
食
べ
過
ぎ
を
し

な
い
、
規
則
正
し
い
生
活
を
す
る

こ
と
で
す
。

会
感
染
症
情
報

プ
l
ル
を
使
用
す
る
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
毎
年
こ
の
時
期
は
咽

頭
結
膜
炎
、
流
行
性
角
結
膜
炎
が

流
行
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
流

行
時
に
は
患
者
の
遊
泳
禁
止
な
ど

の
措
置
が
と
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
ま
た
、
患
者
へ
の
接
触
で
感

染
し
ま
す
の
で
患
者
の
タ
オ
ル
、

洗
面
器
等
を
専
用
と
す
る
な
ど
の

注
意
を
払
っ
て
下
さ
い
。

O

感
染
性
胃
腸
炎
:
・
幼
児
を
中
心

に
幅
吐
下
痢
症
が
依
然
と
し
て
多

発
し
て
い
ま
す
。

0
水
痘
:
・
全
県
下
で
多
発
し
て
い

る
よ
う
で
す
。

第
一
回
高
齢
者
教
室

及
び
村
長
杯

ク
ロ
ッ
ケ

l
大
会

六
月
二
十
六
日
側
、
午
前
十
時

四
十
分
か
ら
地
域
活
性
化
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
約
百
名
の
高
齢

者
の
出
席
の
も
と
、
第
一
回
高
齢

者
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
講
式
終
了
後
、
平
成
七
年
度

第
一
回
高
齢
者
教
室
と
い
う
こ
と

で
、
大
野
村
長
よ
り
「
村
行
政
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
」
の
講
話
が

あ
り
ま
し
た
。
内
容
は
、
福
祉
の

村
づ
く
り
に
関
し
て
、
特
別
老
人

ホ

1
ム
・
老
人
専
用
住
宅
建
設
。

四
十
台
収
容
可
能
な
駐
車
場
完
備

の
火
葬
場
の
建
設
等
、
福
祉
に
関

連
し
た
お
話
が
多
い
よ
う
で
し

た。
午
後
か
ら
、
「
第
日
回
村
長
杯

ク
ロ
ッ
ケ
!
大
会
」
が
、
行
わ
れ

ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
開
会
式
が
あ
り
、

来
賓
と
し
て
来
ら
れ
た
宮
岡
末
光

副
議
長
・
梅
木
幸
男
教
育
長
よ
り

各
老
人
ク
ラ
ブ
の
選
手
全
員
に
暖

か
い
励
ま
し
の
言
葉
が
あ
り
ま
し

た
。
開
会
式
終
了
後
直
ち
に
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す。
〈
男
子
の
部
〉

一
位
北
平
ク
ラ
ブ

二
位
坂
本
ク
ラ
ブ

三
位
大
伍
ク
ラ
ブ

四
位
植
松
ク
ラ
ブ

〈
女
子
の
部
〉

一
位
植
松
ク
ラ
ブ

三
位
北
平
ク
ラ
ブ

三
位
大
伍
ク
ラ
ブ

四
位
坂
本
ク
ラ
ブ
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セミT言|ふれあい通信ほのぼの賞受賞|
ご賞.

あ協はし品予のトす輪ミに通 受がか組回通
り力、たに選応に。がユ百信現賞「わコオ 信 N
がの村。各を募は今広ニ八セ在しほべン フ 側 T
と賜民今賞通が、回がケ十ン、まのふテ ト 主 T
うとの回が過あ二の 1六タオしぽれス l催オ

つ
ご 実 方 の 贈 し り 十 コ シあ l フたのあト ク の フ
ざ感々ほらた、七ンてョりはト。貰い」通「ト
いしののれ十一番テいン、全 1 L_通で信第 1

まてごぽま作次組スまのコ国ク を信、 番四ク

平成 7年 7月25日
J、えわカh第 108号

オ
フ
ト

l
ク
通
信
が
提
供
す
る

番
組
の
基
本
は
、
「
親
し
み
ゃ
す

く
、
聴
く
人
の
心
を
打
ち
、
地
方

色
豊
か
な
・
制
作
費
を
か
け
な

い
・
手
作
り
作
品
」
で
す
。
か
わ

べ
ふ
れ
あ
い
通
信
が
、
こ
れ
ら
の

基
本
に
近
づ
く
よ
う
、
今
回
の
受

賞
を
糧
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
頑

張
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
村
民

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

移
動
図
書
返
却

に
つ
い
て

愛
媛
県
立
図
書
館
移
動
図
書
・

公
民
館
図
書
を
未
返
却
の
ま
ま
し

ま
い
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。
特
に

移
動
図
書
は
利
用
の
機
能
を
低
下

さ
せ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、

も
う
一
度
確
か
め
て
み
て
下
さ

も
し
未
返
却
図
書
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
河
辺
村
公
民
館
ま
で
返
却

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
御
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

…閥
総
裁
務
波
紋
…ぶ一次……

側

同
和
対
策
基
本
法

(
仮
称
案
)
と
は

前
号
の
部
落
地
名
総
鑑
の
糾
明

活
動
の
中
で
明
ら
か
に
な
っ
て
き

た
こ
と
は
、
民
間
の
企
業
に
よ
る

就
職
差
別
が
、
実
に
多
様
な
方
法

で
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
現
実
で

す
。
部
落
地
名
総
鑑
を
使
っ
て
行

わ
れ
た
差
別
は
、
そ
の
う
ち
の
一

つ
の
方
法
で
し
か
す
ぎ
ず
、
こ
れ

以
外
に
も
指
定
校
制
度
を
利
用
し

た
巧
妙
な
差
別
、
応
募
用
紙
や
面

接
・
テ
ス
ト
を
使
っ
た
差
別
、
更

に
は
、
興
信
所
・
探
偵
社
に
直
接

マ

+

+
短

+

よ

歌

τ

+

+
+
+
+
J

中

/

l

¥

/

l

¥

中

村

父
の
白
ゆ
贈
昂
に
添
え
し
白
き
パ
ラ

山

内

挿

し

て

眺

め

る

山

嬉

し

日

清

水

孝

ゃ

い

配
入
れ

ζ
軌
く
済
み
し
昼
さ
が
り

仲

村

疲

れ

を

さ

そ

う

嘩

の

声

聞

く

清

水

菊

江

ゆ

い

巴
午
も
週
ぎ
疲
れ
て
登
る
坂
道
の

仲

村

頭

上

に

だ

る

く

松

蝉

の

蹄

く

佐

伯

範

男

い

4
T

こ

牛

中

訪
い
来
だ
る
人
等
の
名
前
書
き
て
あ
り

+

い

夫
活
き
て
男
る
カ
レ
ン
ダ
ー
の
メ
モ
関
井
恵
美
子

竹

村

霧
雨
に
秋
知
の
川
を
釣
人
ガ

W

い

の
ぼ
り
て
行
く
は
親
子
連
れ
ら
し
山
本
カ
シ
子

い

け

00申
00申
00す
0申00す
+++o咽

00申
00咽

00酬。。申
00申
00端。
+++++0申
00申
00申
00申。。す
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身
元
調
査
を
依
頼
し
て
行
っ
た
差

別
な
ど
が
明
か
に
さ
れ
て
き
ま
し

た。
そ
こ
で
、
こ
の
二
十
数
年
間
を

振
り
返
っ
て
み
た
と
き
、
仕
事
の

面
で
み
ら
れ
た
一
定
の
改
善
は
、

ど
の
分
野
で
達
成
さ
れ
た
か
と
い

う
と
、
公
的
な
分
野
、
つ
ま
り
、

地
方
自
治
体
や
郵
政
省
な
ど
に
採

用
さ
れ
る
人
々
が
少
し
ず
つ
増
え

て
き
た
と
い
う
点
が
あ
げ
ら
れ
ま

す。
こ
の
背
景
に
は
、
「
同
和
対
策

審
議
会
」
答
申
が
、
部
落
問
題
の

早
急
な
解
決
の
責
務
は
国
に
あ

り
、
こ
の
問
題
の
解
決
に
と
っ
て

最
も
重
要
な
こ
と
は
、
安
定
し
た

将
来
性
の
あ
る
仕
事
を
部
落
の

人
々
に
保
障
す
る
こ
と
で
あ
る
と

指
摘
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
、
そ

し
て
、
部
落
解
放
が
こ
の
点
を
活

用
し
て
、
国
や
地
方
自
治
体
に
働

き
か
け
た
と
い
う
点
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

現
在
、
高
校
生
の
就
職
に
際
し

て
は
、
従
来
、
企
業
が
用
い
て
い

た
身
上
調
査
表
で
は
、
差
別
に
つ

な
が
る
調
査
項
目
が
多
い
た
め
、

労
働
省
・
文
部
省
及
び
全
国
高
等

学
校
長
協
会
で
定
め
た
様
式
が
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
(
河
辺
村
同

和
教
育
協
議
会
)
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・
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・
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カ
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誕
生
お
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で
と
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秀
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久
保

父
秀

母
富
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子

ム
H

末
な
が
く
お
幸
せ
に

『
松
本
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安
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真
弓
美
(
長

事宇
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松浜

カ
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

細
井

79 
才

'恒
忠

編

集

後

記

昨
年
の
今
頃
は
、
異
常
渇
水
の

た
め
農
作
物
等
、
多
大
な
る
被
害

が
出
ま
し
た
が
、
今
年
の
夏
は
、

天
候
に
も
恵
ま
れ
、

い
よ
い
よ
夏

本
番
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す

が
、
皆
さ
ん
夏
パ
テ
な
ど
し
な
い

ょ
う
く
れ
ぐ
れ
も
健
康
に
ご
留
意

下
さ
い
。


